
2024 年度甃会 第 1 回役員会議事録

開催日時 2023 年 10 月 14 日（土）14 時 00 分〜16 時 40 分

場 所 アイビーホール（青学会館）グリーンエリア C 室

出席者 会長亀村通 副会長渡辺直子 会計大溝（江藤）阿佐子

運営役員 小島（中村）まゆみ 大滝（川原）恵理子 渡邊哲夫 伊藤雅明

欠席者 副会長紺野文弘 監査役山崎（井上）百合子 運営役員河合敦

【報告事項】
① 9 月 23 日同窓祭総括
はじめに伊藤運営役員より、講演会アンケート集計結果につき配布資料とともに報告があった。次に渡

辺副会長より展示会「私のいしだたみ」コンテスト結果について報告があった。なお、講演会アンケー

ト結果については講師及びここまで立案・準備されてきた前役員にフィードバックすることとした。

その後に全員で同窓祭の良かった点、悪かった点・改善点について総括した。

以下抜粋

＜良かった点＞

 準備段階：スケジュール立案、実行委員人数等概ね事足りていた。

 講演会の聴講者が 80 人を超える結果となったことは良かった。

 講演会講師が質問に丁寧に答えてくれたことが好印象。

 机の移動等準備と原状回復：初めてのこともあり少々手間取った感があるが、過去経験あ

る先輩に助力をいただき、どちらも時間内に終えることが出来た。

＜悪かった点・改善点＞

 講演会ポスター A2 サイズ 100 枚は多すぎた。50 枚あれば充分だった。

 使用教室の決定が遅すぎた。次回はもっと早く決めてほしい（同窓祭実行委員への要望）。

ポスター印刷出来上がりを早め（図書館等への）配布時間も十分に取れる。

 床のゴミ（消しゴムカス等）を掃除するためのコロコロがあると良い。

 A4 サイズのビニール袋があれば余った書類等を分類して入れられた。

 受付作業が大変だった。金銭の授受のチェックの仕方等改善の余地あり。

 講演会後半が実際に仏像に触る事になっていたので、（先に触った聴講者から退出する結

果となった）退出する聴講者と総会に出席する会員に明確なアナウンスが出せず、終わり

方に締まりがなかった。

②会費及び寄付金状況
2023 年度の決算金額の明細と、2024 年度の現時点までの入金明細について、亀村会長より説明があ

った。併せて大溝会計より現時点での収支残高について報告があった。現時点での残高は 1,940,616

円であり、今後アイビーグループ活動支援金や通信費補助の入金が見込まれることから、残高が 200

万円を超えるものと思われることも併せて報告された。

【協議事項】
①2024 年度事業計画
亀村会長作成の事業計画案に基づき検討をし、原案通りに承認された。

なお、今回の事業計画に盛り込まれた 4 年ぶりに実施の現役部員への支援金の提供については、部員数

が増えたことと昨今の経済状況を鑑みて、7 万円とすることで決定した。

②60 周年記念行事 or 事業の検討
実施日は 2025 年 11 月 15 日（土）とし、前半は講演会又はパネルディスカッション、後半は懇親会

とし、総時間は 4 時間程度を見込む。今後は会場探し作業を優先して進めることとする。



③会則改定案の検討
引き続きの検討事項とし、通信費・事務費・ホームページ維持費等会の運営にかかる費用と講演会等所

謂特別事業にかかる費用等の分析を掘り下げることとした。

④2024 年度第 2 回「古美術を語ろう会」
2024 年 4 月 13 日（土）又は 20 日（土）を候補日とし、葛飾柴又・矢切の渡しを中心とし、前後に

市川方面か松戸方面を候補に行程を検討することとした。伊藤役員が担当し、12 月中旬に締め切りが

想定される「あなたと青山学院 2 月発刊号」への掲載を前提に、企画を決定する。

以上で本日の役員会は終了する。

役員会終了後「古美研 OB サロン」復活検討の為、千代田区丸の内の居酒屋「眞花」の下

見をし、次回役員会後に試みに「古美研 OB サロン」を開催することとした。詳細は改め

て HP でお知らせする。

次回の役員会は 2024 年 1 月 20 日（土）13 時 30 分からアイビーホールグリーンエリ

ア C 室において実施する。
以上

（議事録作成者：亀村）


